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事業の名称 事業の概要
現況

（Ｈ１７年度当初）
Ｈ２０年度末
計画目標

Ｈ１７年度実績及び実施内容 進捗状況 備　　　　　　考

少人数指導の充実
教育委員会
教職員課

基礎・基本の徹底と子どもたちの個性や
能力を伸ばし豊かな心を育むため、教員
免許を有する少人数指導サポートプラン
臨時教員を小中学校に配置します。

臨時教員数
30名

（小学校20、中学
校10）

135名

30校に少人数指導サポート臨時教員を配置し
たことにより、児童・生徒一人ひとりの理解や
習熟度に応じた授業を行い、基礎学力の向上
ときめ細やかな指導の充実を図りました。

★★ 59

市立小・中・養護学校
に配置されている少
人数指導サポート臨
時教員を増員していき
ます。

環境教育・学習の
推進
（再掲１章１節）

環境経済局
環境総務課

教育委員会
指導1課

環境への意識を高めるため、リサイクル
活動や学校緑化コンクールへの参加、学
校ビオトープの管理・活用などを充実しま
す。また、環境教育・学習を推進していく
ための総合的方針・計画を策定し、個人
が自発的に環境保全に取り組む活動を
支援します。

リサイクル活動実
施校62％

環境美化活動実
施校63％

総合的方針・計画
の検討

90％

90％

策定
(19年度）

推進

リサイクル活動は116校、環境美化活動は105
校で実施し、学校環境緑化コンクールへは３１
校が参加、学校ビオトープについては、市立１
３小・中学校で活用中です。
リサイクル活動実施校７４．４％
環境美化活動実施校６７．３％
学校における環境教育基本計画を作成し、市
立幼・小・中・高・養護学校に配布し活用を推
進しました。また、小学校中学年用環境教育
指導資料を改訂しました。
「省エネルギー・省資源」をテーマに、市立の
中学２年から標語作品を、小学５年からﾎﾟｽﾀｰ
作品を募集し、ｺﾝｸｰﾙを行いました。優秀作品
については、入賞作品集やカレンダーの作成
などにより環境保全への啓発に活用しまし
た。

★★  － 　

特色のある学校づく
り推進事業

教育委員会
指導１課

授業や地域の方々の憩いの場に活用で
きる自然園づくり、地域にある貴重な植
物の保存活動、中学生が算数教師として
小学校５・６年の算数の学習をサポート
するなど、市立幼小中養護高等学校の
創造的な「特色のある学校づくり」の取組
を推進するため、毎年１０校程度の推進
指定校を定め、各学校を支援します。

指定校応募学校
数
139校

164校
（19年度）

「基礎学力（漢字力・計算力）を高める尾間木
プラン」（尾間木小）の実施や、子どもたちの感
動のことばを集めた「南小、心を潤す感動のこ
とば集」（南浦和小）の発行など、地域の人材
や環境を生かし、児童生徒の活動を充実・発
展させる取り組みを、平成15年度よりの継続
校が17校、新規の指定校が７校の24校で行い
ました。
指定校応募学校数162校

★★  －  

第３章　教育・分野・スポーツの分野

第１節　「潤い」のある教育の推進

担当課 マニフェスト工程表

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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事業の名称 事業の概要
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（Ｈ１７年度当初）
Ｈ２０年度末
計画目標

Ｈ１７年度実績及び実施内容 進捗状況 備　　　　　　考

第３章　教育・分野・スポーツの分野

第１節　「潤い」のある教育の推進

担当課 マニフェスト工程表

9
国際社会をたくましく
豊かに生きる児童生
徒を育成します。

9

話し上手、聞き上手に
なるために必要なス
キル等を学ぶ「人間関
係プログラム」を実施
します。

生徒指導総合計画
子ども潤いプランの
推進

教育委員会
指導２課

次代を担う子どもたちの健全育成を図る
ため、体験活動の場や機会の充実、家
庭・地域社会の教育力の充実、心のサ
ポート体制の確立、魅力ある学校づくり
の推進の基本施策に基づいたアクション
プログラムを展開します。

推進

アクションプログ
ラムの見直し
（１９年度）

推進

アクションプログラム推進事業の一部見直しを
行い、それをまとめた生徒指導総合計画「子
ども潤いプラン」の冊子を作成しました。「子ど
も潤いプラン」推進委員会を実施し、プランの
充実に向けて協議を行い、重点推進事業につ
いては、実施に係る評価報告書を作成しまし
た。
啓発活動として、小・中学校新１年生全保護者
にリーフレットの配布、各学校に掲示用「心を
潤す４つの言葉」ポスターの配布を行いまし
た。

★★ 66

中学生が、地域の中
で職場体験活動や福
祉体験活動等の体験
活動を行います。

　

国際理解教育・交
流事業（再掲　7章１
節）

教育委員会
指導１課

市立中学校の生徒や本市在住の高校生
などを海外に派遣する国際交流活動、外
国語指導助手や地域在住外国人ボラン
ティアによる国際理解教育を充実しま
す。

外国語指導助手
雇用人数
32名

外国人ボランティ
ア登録者人数
32名

32名

50名

名各市立中学校より１名、計56名の生徒を10
日間、ニュージーランド・ハミルトン市に、また
市内在住高校2年生10名を米国・ピッツバーグ
市に15日間派遣しました。外国人ボランティア
32名を市内小学校に延べ300回派遣しまし
た。さらに外国語指導助手32名を市内小・中・
高等学校に派遣し、国際理解教育・交流事業
の推進を図りました。

★★  － 　

情報教育の充実
（再掲４章４節）

教育委員会
教育研究所

普通教室等の授業用コンピュータの整備
を進め、これらを授業に活用するととも
に、情報モラルの適切な取り扱いを指導
することにより、児童生徒の情報活用能
力の向上を図るなど情報社会に参画す
る態度を育成します。

小学校コンピュー
タ室にコンピュータ
40台を整備した校

数
41／100校

普通教室にLANを
敷設している学校

０校

101校／101校
（19年度１校新

設）

158校／158校

３２の小学校でコンピュータ室にコンピュータを
４０台整備し、合計で７３校となりました。
平成18年度から導入研究がスタートできるよ
うに、パイロット研究校4校を指定し、ＬＡＮを利
用した事業導入の研究に向けた準備を進めま
した。

★★ 52

各小学校の普通教室
にコンピュータを整備
して、インターネット等
を利用した授業ができ
るようにし、児童生徒
の情報活用能力の向
上を図っていきます。

　

英会話実施校
数
158校

人間関係プログ
ラム見直し

　
小・中一貫「潤いの
時間」の展開

教育委員会
指導１課

教育委員会
指導２課

国際社会をたくましく豊かに生きる児童
生徒の育成を目指すため、潤いの時間を
教育課程に新設し、小学校から中学校ま
で小・中一貫の系統的・継続的なカリキュ
ラムのもと、人間関係プログラム並びに
英会話を実施することにより、コミュニ
ケーション能力をはじめとする人間関係
の構築に必要な技術を学びます。

実施準備

「人間関係プログラム」推進委員会を設置し、
児童生徒に予備アンケートを実施し、分析す
ることにより、平成１８年度より実施の効果測
定尺度を作成しました。また、「人間関係プロ
グラム」に係る研修会を市立全小中学校の代
表教員対象に実施し、各学校において伝達研
修を行いました。
「英会話」カリキュラム開発委員会において本
市独自の小中５年間を見通したカリキュラムを
作成し、研究指定校７校で先行実施しました。

★★

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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第３章　教育・分野・スポーツの分野

第１節　「潤い」のある教育の推進

担当課 マニフェスト工程表

特別支援教育事業
の推進（再掲２章４
節）

教育委員会
指導２課

障害のある児童生徒一人ひとりに応じた
適切な教育的支援を受けられるよう、市
立養護学校に相談センターを整備するな
ど特別支援教育体制構築に向けた取り
組みを進めます。

特殊学級設置校
数
35校

通級指導教室設
置校
６校

43校

10校

推進

障害のある児童生徒一人ひとりに応じた適切
な教育的支援が行えるよう策定委員会を設置
し、軽度発達支援や就学の市の方向性を検討
しました。また、平成１８年度中の開設を目指
し、市立養護学校内相談センターの準備を行
いました。

★★ 11

軽度発達障害を含
む、障害のある児童
生徒とその保護者を
支援するため、専門
的な相談室を養護学
校に設置します。

　

教育相談・相談室
運営事業

教育委員会
指導２課

教育に関する様々な相談体制の充実の
ため、教育相談室や適応指導教室を運
営するとともに、すべての中学校に設置
したスクールカウンセラーやさわやか相
談員によるカウンセリング等、児童生徒
の心の悩みや不安の解消に努めます。

推進 充実

全中学校５６校にさわやか相談員及びスクー
ルカウンセラーを配置して、児童生徒や保護
者、教職員のカウンセリング等相談活動を実
施しました。また、市内に３ヶ所「適応指導教
室」を設置し、不登校の児童生徒の学校復帰
を目指した適応指導を体験活動、学習支援、
人間関係作り等を通して取り組みました。

★★  －

過大規模校解消事
業

教育委員会
教育総務課

小学校の新設などにより、過大規模校の
解消を図ります。

事業中 推進

過大規模校解消に向けて、辻南小学校の用
地取得を行い、建設工事に着手いたしました。
また、（仮称）日進・宮原地区小学校における
基本計画を策定いたしました。

★★  －

小中学校整備事業
［施設改修等の推
進］

教育委員会
学校施設課

良好な学習環境を確保するため、老朽化
した校舎の改修や改築などを行うととも
に、校庭の芝生化や武道場未設置の中
学校で武道場整備を進めます。

事業中 推進

施設改修等については、増築1校、トイレ改修
6校、屋上防水12校、校舎外壁塗装7校、体育
館改修7校などを行いました。
また、小学校に対し、校庭芝生化等に関する
意向調査を行いました。

★★ 64
小学校の校庭の芝生
化を進めます。

　

小中学校整備事業
［耐震補強事業］

教育委員会
学校施設課

新耐震設計法（昭和５６年）以前の基準
により建築された校舎等の耐震性を向上
させるため、耐震診断を行い必要に応じ
校舎・体育館の耐震補強工事を実施しま
す。

事業中 推進
耐震2次診断を22棟、補強設計を8棟、補強工
事を16棟行い、平成17年度末時点での工事
完了棟は73棟となりました。

★★ 52

新耐震設計法（昭和
56年）以前の基準によ
り建築された校舎の
耐震補強を実施しま
す。

小中学校整備事業
［空調設備設置事
業］

教育委員会
学校施設課

図書室・音楽室に加え、普通教室への空
調機設備を整備します。

事業中 推進
新たに特別教室11室に空調機を設置し、年度
末現在で114室に整備が完了しました。

★★ 64
小・中学校の普通教
室に空調設備の整備
を推進します。

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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第１節　「潤い」のある教育の推進

担当課 マニフェスト工程表

53

市立小・中学校の学
校図書館に図書館用
コンピュータを整備し
ます。

53
市立小・中学校に学
校図書館司書を配置
します。

学校給食施設の整
備

教育委員会
学校施設課

各学校（地域）の特色を生かした給食の
実施及びきめ細やかな食の指導の充実
を図り、児童生徒に、より安全でおいしい
給食を提供するため、給食センターから
給食の提供を受けているすべての小中
学校に単独校調理場を設置します。

単独校調理場
整備済の学校
124校

136/158校
中学校4校に単独校調理場を整備し、小学校2
校の設計を実施しました。
単独校調理場整備済の学校　128校

★★  －  

市立高等学校の整
備

教育委員会
学校施設課

老朽化した学校施設の耐震補強工事や
改築を計画的に進めます。

事業中 推進
耐震補強設計の前提となる2次診断に向けた
優先度調査を実施しました。

★★  －

中高一貫教育の推
進

教育委員会
中高一貫教
育校開設準
備室

教育委員会
学校施設課

市立浦和高校における併設型中高一貫
教育校開設に向けて、具体的な建設計
画の立案、教育方針・教育目標などの策
定を行います。

事業中

併設型中学校
開校
（19年度）

平成19年4月の開校に向けて、さいたま市立
中高一貫教育校開設準備会議を組織し、6年
間を見通した教育課程や入学者選抜方法等
を検討し基本方針を定めました。
また、平成17年8月に既存校舎を解体し、平成
17年10月から新校舎建設に着手しました。

★★ 50

市立浦和高等学校内
に市立浦和中学校を
新設し、両校による併
設型の中高一貫教育
を実施します。

　

さいたま教育コラボ
レーション構想の推
進

教育委員会
指導1課

埼玉大学と連携し、学生による児童生徒
への学習支援などの教育ボランティア活
動や教員の大学講座への参加、学生へ
のキャリア教育などを実施し、教職員の
資質向上と学校教育の充実を図ります。

推進 推進

さいたま教育コラボレーション推進委員会にお
いて、教員養成専門部会と教員研修専門部会
を設置しました。埼玉大学学生による学習支
援ボランティア（アシスタントティチャー）を、
小・中・養護学校５４校に配置し、延べ７７２回
実施しました。１０年経験者研修においては、
埼玉大学の１４講座が公開され延べ３０名の
小中学校の教員が受講しました。

★★  －

158人（全小中
学校）

158校(全小中学
校)

★★ 　学校図書館の充実
教育委員会
教職員課

教育委員会
教育研究所

市立の小中学校全てに、司書を配置す
るとともに、図書館コンピュータを設置
し、蔵書情報のデータベース化・ネット
ワーク化により、蔵書などの共同利用化
を進め、児童生徒の意欲的な学習活動
や読書活動を推進します。

図書館司書
141人

図書館コンピュー
タ
91校

141校の学校図書館に司書を配置したことに
より、児童生徒の読書活動を向上させるととも
に、学校図書館の活性化を推進しました。ま
た、新たに16校に学校図書館コンピュータを
整備しました。また、既導入校のうち8校につ
いて機器の入替を行いました。導入済校は合
計で１０７校となりました。

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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事業の名称 事業の概要
現況

（Ｈ１７年度当初）
Ｈ２０年度末
計画目標

Ｈ１７年度実績及び実施内容 進捗状況 備　　　　　　考

第３章　教育・分野・スポーツの分野

第１節　「潤い」のある教育の推進

担当課 マニフェスト工程表

地域講師派遣事業
教育委員会
指導１課

市内小・中学校の各教科や総合的な学
習の時間などに、地域の人材を講師とし
て派遣します。

派遣人数
757人

790人

市内の小中学校の各教科や総合的な学習の
時間などに、小学校４５１人、中学校２１２人の
地域講師を派遣しました。小学校では、米作
り、生け花、英語活動等、中学校では、琴の演
奏や手話体験等をご指導いただき、大きな成
果をあげることができました。

★★  －

計画目標の現況（Ｈ
１７年度当初）欄の
数値は、17年度実
績の見込みの数字
です。平成16年度
末の実績は、４９８
人でした。

地域に開かれた学
校運営の推進

教育委員会
指導１課
指導２課

教育委員会
教育総務課

家庭・地域の声を生かし、地域の学校と
しての運営を行うため、市立小・中・高
等・養護学校全てにおいて、学校評議員
制度を導入するなど、市民の視点での教
育改革を進めます。

学校評議員設置
校
159校

163校
（全小中高養護
学校）

推進

市立小・中学校１５６校、高校２校、養護学校１
校に学校評議員が置かれ、「学校評議員の設
置及び運営に関する要綱」に基づいて事業が
取り組まれています。
また、中央教育審議会等で、教育委員会制度
の見直しの動きがあるため、その動向の把握
と研究を行いました。また、他先進都市におけ
る教育改革状況の把握や文部科学省主催の
コミュニティスクールのフォーラム等への出席
により、教育改革の調査・研究を行いました。

★★ 65

市民、学校、教育委員
会が連携・協力を進
め、保護者や地域住
民が学校づくりに参加
する教育改革を実行
します。

　

10

知育の総合的な振興
策「（仮称）学びの向
上さいたまプラン」を
策定します。

51

「（仮称）学びの向上さ
いたまプラン」を構成
する各種施策を円滑
に実施します。

67
学校での教育活動を
通して、児童生徒に得
意分野を形成します。

★★ 　

基礎学力に加え、学ぶ意欲や自ら学び
考える力の向上のために、学びの向上さ
いたまプランを策定し、基礎学力定着プ
ログラム、国語力向上プランなどを推進
します。また、児童生徒の得意分野を育
成するために、（仮）全ての子供に得意
分野づくりプログラムを策定し推進してい
きます。

構想・検討

学びの向上さいたまプラン検討会議での審議
を経て、学びの向上さいたまプランを策定しま
した。また、プランを構成する事業のうち、主
要事業である、基礎学力定着プログラム、さい
たま市国語力向上プラン、アシスタントティー
チャーの募集・派遣などの大学連携による事
業を開始しました。　全ての子供に得意分野
づくりプログラムの具体化のため、プラン策定
準備委員会開催に向けた諸準備を行うととも
に、庁内会議において取組の具体的な方向性
を検討しました。

学びの向上さいた
まプランの策定・推
進

教育委員会
指導１課

学びの向上さい
たまプラン、基
礎学力定着プロ
グラム、国語力
向上プランの策
定（１７年度）

（仮）全ての子供
に得意分野づく
りプログラムの
策定（１８年度）

推進

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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事業の名称 事業の概要
現況

（Ｈ１７年度当初）
Ｈ２０年度末
計画目標

Ｈ１７年度実績及び実施内容 進捗状況 備　　　　　　考

図書館整備事業
教育委員会
北浦和図書
館

教育委員会
大宮図書館

市民の主体的な学習の場として需要の
高い図書館を充実するため、（仮）中央
図書館（浦和駅東口市街地再開発ビル
内）や地区図書館（片柳図書館、北図書
館）を整備します。

事業中

片柳図書館開
設

（18年度）
（仮）中央図書
館、北図書館開

設
（20年度）

片柳図書館の開設(平成18年5月1日)準備の
ため、備品･資料等の整備を行いました。
(仮)中央図書館は基本計画の策定に向けて
調査、研究、素案の作成を行いました。
北図書館はプラザノース整備事業の中で整備
を行っています。

★★  －

市民大学の充実
教育委員会
生涯学習振
興課

市民の高度で専門的な学習意欲に対応
するため、市民大学の講座内容を充実
し、魅力的なカリキュラムづくりを進める
とともに、各生涯学習施設と連携し多様
な学習機会の場を提供します。

受講者
372人／年

500人／年
教養・専門・文学・歴史・宇宙の5分野の講座
を開設し、20代から80代までの受講者368人
の市民の方々に多様な学習機会の場を提供
しました。

★★  －

（仮）鈴谷地区公民
館建設事業

教育委員会
生涯学習総
合センター

地域住民の生涯学習とコミュニティの活
動拠点となる公民館を鈴谷地区に整備し
ます。

検討
開設
（19年度）

平成19年度の開館に向け、平成18年1月に建
設工事に着工しました。

★★ 107

地域住民の生涯学習
とコミュニティの活動
拠点となる公民館を
鈴谷地区に整備しま
す。

青少年の健全育成
事業（再掲６章２節）

市民局
青少年課

青少年の健全育成のため、青少年が主
体的に参加できる成人式や青少年の主
張大会の開催、青少年育成さいたま市
民会議が行う地域巡回活動や非行防止
キャンペーンへの支援、青少年健全育成
を目的とした市民活動への支援などを行
います。

推進 推進

新成人の意見を取り入れ新成人主体の成人
式を開催し、9,661名が参加しました。また、青
少年さいたま市民会議及び青少年健全育成
を目的とした市民活動への補助・支援等を行
いました。

★★  －

マニフェスト工程表担当課

第３章　教育・分野・スポーツの分野

第２節　生涯学習の振興

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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事業の名称 事業の概要
現況

（Ｈ１７年度当初）
Ｈ２０年度末
計画目標

Ｈ１７年度実績及び実施内容 進捗状況 備　　　　　　考

秋葉の森総合公園
整備事業（再掲４章
３節）

都市局
公園みどり課

緑に囲まれた豊かな自然環境の中で、
快適にスポーツを楽しめる多目的スポー
ツ広場を整備します。

事業中

ピクニック広場
整備

（17・18年度）
散策路整備
（19・20年度）

事業中

自然保護ゾーン５ｈａにおいて樹木管理と約
2,000㎡の施設整備をおこないました。また、
遊具広場整備として大型複合遊具等の設置を
行いました。

★★  －

校庭開放夜間照明
整備事業

教育委員会
体育課

市民の身近なスポーツ・レクリエーション
活動の場として、市内小中学校の夜間開
放を行うため、照明設備未設置の学校で
の整備を計画的に進めます。

設置済
１８校

22校

 平成１７年度中は、設置校はありませんでし
た。なお、平成１８年度の中学校１校の設置に
向け、学校の意向確認や近隣自治会の合意
形成を図りました。

★  － 　

障害者のスポーツ
参加の推進（再掲２
章４節）

保健福祉局
障害福祉課

障害者のスポーツ活動の促進のため、
全国障害者スポーツ大会等に参加する
とともに、障害者スポーツ教室の開催、
障害者の交流の場であるふれあいス
ポーツ大会についても充実を図ります。

初級障害者スポー
ツ指導員養成0名

推進

１20名

推進

障害者のスポーツ活動の促進のため、初級障
害者スポーツ指導員24名を養成しました。

★★  - 　

国際スポーツイベント
「2006年ＦＩＢＡバス
ケットボール世界選手
権」の開催を支援しま
す。

ユニバーシアード等国
際大会招致のための
運動を展開します。

シティマラソンの開
催

教育委員会
体育課

市民のスポーツに対する意欲・関心を促
すため、全国規模のマラソン大会を開催
します。

参加者
3,500人／年

4,000人／年

さいたま市・岩槻市合併記念事業として平成
17年11月23日にハーフマラソンの部、３ｋｍの
部を実施しました。
出走者　3,103人
完走者　3,031人

★★  －

第３章　教育・分野・スポーツの分野

第３節　生涯スポーツの振興

マニフェスト工程表

国際スポーツイベン
トの開催支援・招致
（再掲７章１節）

政策局
スポーツ企画
課

埼玉県を主体として開催される「2006年
FIBAバスケットボール世界選手権」の会
場市として県と連携し、大会を支援しま
す。また、各種国際スポーツ大会の招致
に取り組み、さいたま市を世界に発信し
ます。

バスケットボール
世界選手権開催

準備

担当課

「2006年ＦＩＢＡバスケットボール世界選手権」
の開催については、埼玉県運営支援委員会
への財政的協力及び埼玉県への人的協力を
行っており、埼玉県と共同で事業を進めていま
す。
ユニバーシアード等国際大会招致について
は、他市の国際スポーツ大会招致の沿革や
経過、各種大会の競技会場使用数等を調査し
ました。

バスケットボー
ル世界選手権
開催　　　　（18
年度）

推進

★★ 　

56

56

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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事業の名称 事業の概要
現況

（Ｈ１７年度当初）
Ｈ２０年度末
計画目標

Ｈ１７年度実績及び実施内容 進捗状況 備　　　　　　考

第３章　教育・分野・スポーツの分野

第３節　生涯スポーツの振興

マニフェスト工程表担当課

さいたま・たていわ
親善ツーデーマー
チの開催
（再掲７章１節）

教育委員会
体育課

友好都市の市民がともに村内を歩き、豊
かな自然や地域文化への理解、健康・体
力づくりをテーマに交流を図るツーデー
マーチを開催します。

参加者
163人／年

200人／年

さいたま市・岩槻市合併記念事業として平成
17年10月8日・9日にわたり、舘岩村において
実施しました。歓迎式、解散式では郷土芸能
の披露等が行われました。
参加者　１６３人

★★  － 　

総合型地域スポー
ツクラブ支援事業

政策局
スポーツ企画
課

教育委員会
体育課

「一市民一スポーツ」を基本理念に、多種
目・多世代による地域の自主的な企画・
運営を行う総合型地域スポーツクラブづ
くり支援します。

総合型を目指して
活動しているクラ

ブ数
9クラブ（8区）

各区
1クラブ以上

総合型地域スポーツクラブ推進委員会を３回
開催し、総合型を目指すクラブ間の情報交換
の場とした。また、クラブの拠点づくりとして学
校体育施設開放運営委員会との協議により
総合型地域スポーツクラブへの学校体育施設
の利用を推進しました。
　なお、さいたま市総合型地域スポーツクラブ
支援要綱（平成17年7月１日）を定め、さいたま
市が求めるクラブ像を具体化しました。

★★ 58

総合型地域スポーツ
クラブの支援を通じ
て、地域サッカーチー
ムを育成します。

　

さいたまシティカッ
プ開催事業（再掲７
章１節）

政策局
スポーツ企画
課

浦和レッズ・大宮アルディージャと世界の
強豪クラブチームとの国際親善試合を定
期的に開催し、多くの市民に世界の一流
プレーを間近でみる機会を提供し、「サッ
カーのまちづくり」を国内外に発信しま
す。

累計入場者数
109,910人

360,000人

平成17年6月15日第3回さいたまシティカップを
浦和レッズ対ＦＣバルセロナ（スペイン）の対戦
で開催し、会場となった埼玉スタジアムにさい
たま市民をはじめとする57,143人の観客を集
めました。
累計入場者数167,053人

★★ 55
さいたまシティカップを
開催します。

　

サッカーのまちづく
り推進事業

政策局
スポーツ企画
課

サッカーのまちづくり推進協議会による
高校サッカー選手団海外派遣や浦和レッ
ズ、大宮アルディージャへの支援などを
行い、サッカーを核とした市民スポーツ
の振興、地域の活性化を推進します。

市内の施設でサッ
カーに親しんだ（競
技、観戦した）人々

の数
1,293,000人／年

1,500,000人／年

サッカーのまちづくり推進協議会による高校
サッカー選手団海外派遣や浦和レッズ、大宮
アルディージャへの支援などを行いました。
市内の施設でサッカーに親しんだ人々の数
1,394,000人

★★  －

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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事業の名称 現況（Ｈ１７年度当初）
現況

（Ｈ１７年度当初）
Ｈ２０年度末
計画目標

Ｈ１７年度実績及び実施内容 進捗状況 備　　　　　　考

盆栽文化の振興・
活用（再掲５章２節）

政策局
総合政策担
当

市民局
文化振興課

環境経済局
観光政策室

盆栽文化振興・活用基本構想に基づき、
盆栽関連施設を整備し、施設を核とした
盆栽文化ネットワークを構築します。また
盆栽村の積極的なＰＲを行い盆栽文化を
振興します。

盆栽村来訪者
20万人／年

40万人／年

盆栽文化振興・活用基本構想に基づき、関係
団体と協議しながら盆栽関連施設等基本計画
の策定を進めました。
また、観光振興ビジョンの策定にあたり、観光
関係者からなるワーキンググループを立ち上
げ、本市の観光・コンベンションの実態と課題
を明らかにする基礎調査を行いました。
　平成17年度の盆栽村来訪者　2１万人

★★ 79

さいたま市の地域資
源であり、世界にも誇
れる盆栽文化の振
興・活用を図ります。

　

氷川参道の整備
（再掲４章１節）

都市局
大宮駅周辺
計画管理課

都心における緑や歩行者のネットワーク
を形成するため、氷川参道（大宮中央通
線以南）をうるおいのある歩行者空間と
して整備します。また、地元まちづくり組
織等とのパートナーシップにより緑の保
全を図りつつ沿道等のまちづくりを進め
ます。

氷川参道（大宮中
央通線以南）にお
ける歩行者空間の

確保率
41.6％

100%

（仮）一の鳥居ひろば整備事業用地を取得し
ました。
また、地域住民や関係機関との協議等を踏ま
え、南区間の歩車分離整備基本計画を作成し
ました。
まちづくり活動としては、氷川参道の樹木と将
来像をテーマにまちづくりシンポジウムを開催
し、併せて氷川参道の樹木冊子を発行しまし
た。

★★ 71

大宮駅東口再生プラ
ンを実現するため、
パートナーシップによ
る新たなまちづくりに
取り組みます。

　

見沼通船堀公園整
備事業

都市局
公園みどり課

国指定史跡の見沼通船堀と周辺の斜面
林を取り込み、見沼田圃の環境に調和し
た、歴史と自然に触れ合える総合公園を
整備します。

事業中 事業中 事業用地(約5,300㎡）の取得を行いました ★★  －

鉄道博物館の整備
促進（再掲5章2節）

市民局
文化振興課

東日本鉄道文化財団による鉄道博物館
の整備に伴い、本市の地域資源である
鉄道文化を生かした魅力あるまちづくり
を促進します。

促進
完成
（19年度）

平成17年11月に鉄道博物館の起工式が行わ
れるなど、事業は順調に推移しました。

★★ 82
鉄道博物館の整備を
促進します。

スポーツ文学賞事
業

市民局
文化振興課

スポーツと芸術文化活動が盛んな本市
のアピールのため、全国からスポーツを
テーマとした文芸作品を募集し、作品集
「ＳＰＯＲＴＳ　ＳＴＯＲＩＥＳ」を刊行します。

推進 推進

第3回スポーツ文学賞に、より広くより多くの方
の参加をめざし、スポーツエッセイ賞を創設し
ました。平成１７年７月～１８年３月１日までの
期間に募集し、スポーツ文学賞１３５編、エッ
セイ賞１９２編の計３２７編の応募がありまし
た。

★★  －

マニフェスト工程表担当課

第３章　教育・分野・スポーツの分野

第４節　さいたま文化の創造

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。
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事業の名称 現況（Ｈ１７年度当初）
現況

（Ｈ１７年度当初）
Ｈ２０年度末
計画目標

Ｈ１７年度実績及び実施内容 進捗状況 備　　　　　　考マニフェスト工程表担当課

第３章　教育・分野・スポーツの分野

第４節　さいたま文化の創造

漫画・ユーモア文化
の振興事業

市民局
文化振興課

地域の特色ある文化資源である漫画の
重要な要素としてのユーモアをもとに、心
の豊かさを実感できる場や機会を提供す
るため、国際漫画フェスティバルやユー
モアフォトコンテストなどの事業を積極的
に展開し、新たな都市文化の創造を目指
します。また、（仮）ユーモアセンターをプ
ラザノースに整備し、漫画・ユーモア文化
の展開・情報発信を行います。

推進 推進

国際漫画フェスティバル・ﾕｰﾓｱﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ・ア
ジア漫画展を開催し、国際漫画ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ参加
作品から、(仮)ユーモアセンターの資源とする
ための作品を21点購入しました。

★★  －

（仮）岩槻人形会館
整備事業（再掲5章
2節）

市民局
文化振興課

さいたま市の伝統文化のひとつである人
形文化を広く内外に発信し、生きた文化
として継承するため、地域の魅力とにぎ
わいを高める拠点ともなる（仮）岩槻人形
会館を整備します。

構想・検討 完成

 （仮）岩槻人形会館整備基本構想・計画の策
定を進めましたが、候補地選定に時間を要し、
策定に遅れが生じました。
今後は、基本構想・計画の早期策定のため、
用地の選定に全力を尽くすとともに、庁内検討
会議及び懇話会を設置し、整備方法を検討し
ます。

★ 81
平成20年度を目標に
岩槻人形会館を建設
します。

歴史的資源の保
存・整備事業

教育委員会
文化財保護
課

貴重な文化遺産である文化財を次世代
へ継承するとともにその活用を図るた
め、国指定史跡真福寺貝塚や県指定史
跡岩槻藩遷喬館などの文化財の保存整
備を進めます。

推進 推進
県指定史跡岩槻藩遷喬館復元工事等として、
建物の復元工事を実施し、完了しました。

★★  －

「進捗状況」欄について
計画目標達成に向けた事業の進捗状況を記載。
★★★は、計画目標を達成（イベントなどの単年度ごとの計画目標値の事業を含む。）。
★★は、順調に進捗。★は、進捗に遅れ。

※網掛け部分については、実施計画［改訂版］及び
理想都市実現に向けた行動計画

～マニフェスト工程表～の内容です。


